
【標準修了年限以内で修了した者の占める割合その他学位授与の状況に関すること】 

 

(１) 標準修業年限以内で修了した者の割合                             (単位：人) 

年度 2022年度 2023年度 2024年度 

標準修業年限で修了した学生数(A) 88 84 82 

修了生総数(B) 102 98 96 

割合 A/B(％) 86.3 85.7 85.4 

(各年度３月末時点) 

 

(２) 標準修了年限以内で修了せずに退学した者の割合                             (単位：人) 

年度 2022年度 2023年度 2024年度 

退学者数(A) 3 13 6 

修了生総数(B) 102 98 96 

割合 A/B(％) 2.9 12.2 6.2 

(各年度３月末時点) 

 

(３) 標準修了年限以内で修了していない上記以外の者の割合(例：留年者、長期履修学生)  (単位：人) 

年度 2022年度 2023年度 2024年度 

留年者数(A) 3 8 8 

長期履修生数(B) 11 6 6 

修了生総数(C) 102 98 96 

割合(A＋B)/C(％) 13.7 14.2 14.5 

(各年度３月末時点) 

 

(４) 学位を取得するために要した年数ごとの修了生の割合            (単位：人(割合％)) 

年度 2022年度 2023年度 2024年度 

２年 88 (86.3％) 84  (85.7％) 82 (85.4％) 

2.5 年 1 ( 0.9％) 1 ( 1.0％) 0 ( 0.0％) 

３年 11 (10.8％) 7 ( 7.1％) 10 (10.4％) 

3.5 年 0 ( 0.0％) 0 ( 0.0％) 0 ( 0.0％) 

４年以上 2 ( 1.9％) 6 ( 6.1％) 4 ( 4.2％) 

(各年度３月末時点) 

※学位を取得するために要した年数に休学期間を含める。 

※割合は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。 

 

 

(５) 標準修業年限以内で修了していない者について、修了していない要因 

業務多忙(転勤を含む)、家庭の事情等（病気、怪我、出産、育児、介護等） 

 


